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創造性に関す る 研究 (1 ) 
視的想像性，造形的才能，音楽的組像性，音楽的才能を中心に
山松質文，大西世輝子，竹内陽子，上野ふ乃江
A Study on Crωtivity (1) 
Centered around Relations among Visual Imagination， 
Plastic Art Aptitude， and Music Imagination and l¥'lusical Talent 
BY TADAFU阻 YAMAMATSU，YO阻 KOON1SHl， YOKO T AKEucm AND KONOE UENO 
序文
f:lJ造とは 「自己実現J 4m，fm，tmJ 28〉，t13 の活動であるといわれ，前;立識過程1ζ於て最高度iζ
発怖されうる【山，tl幻ものと理解せられる。
創造性 creativityと想像性 imaginationとは， Dexter，E.S.，山 Freeman，E.， (川 Husband， 





Guilford， ]. P.， (U ) Chorness， M. H.， (お Gough.H. G.(凶》等によって試みられている。
目 的
(J) 創造性(思考;-) ・視的想像性 ・背楽的思像性(以上創造性群)相互，知能 ・造形的才能 ・7f楽
的才能(以上才能群)相互，iJJ造性(またはMt似性)と才能相互の相関を求める。
(2) 創造性へ 知能穴 造形的才能帥， 観的恕像性料， 音楽的才能H*，音楽的恕像性肺・と文化水準
との関係を求める。
注) ・を中心とする研究は大西位輝子，
判 " Iま上野4、の江，*. N は竹内限了-それぞれの協力による
( 1 ) 
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方法
(1)*テス ト:京大住田(幸次郎)式創造性テスト ・京大 NX，視的想像性テスト (Wartegg一山











異義語テスト(述想の流暢性をみる)， 2)用途テス ト (自然発生的柔軟性をみる)， 3)問題点の発見
テスト(問題への敏感性)を選び，小学校6年生に施行した。
I 造形的才能テスト (高田時 一山松案)
絵画の才能，特iζ創作，鑑賞lζ関する研究は従来から種種行なわれているが，鑑賞力の3平価法では
Meier-Seashore Art-Judgement Test， (剖 McAdoryArt Test (Z幻があげられる。創作iζ関する
研究では，Eindhoven，J. E.，ゆ McCloy，W.，目的 (!4; Barron， F.ゆがあげられる。 Barron(2)(1) 
lま，独創性とは，反応が出現率lζ於て稀なもの (uncommonness)で， しかもある程度現実に適応
しているもの (adaptive to reality)であると考えた。 Meier，N. C. (25) (1)は， 芸術的才能は
遺伝的なものとして，手先の器用さ (manualskil) ，精力的で忍耐力のあるとと (energy-perse-
veration) ，知能 (intelligence)， 獲得的なものとして，認知の能力 (perceptualfacility)，創






* YGテストおよび RorschachTestを試行し，それぞれ創造性テス トおよび視的想像性テス トとの
相関を試みたが，すべて乙れらについては紙面の都合で割愛するとととした。
村 大阪学芸大学講師，大阪市立大学家政学部非常勤講師，画家，図工教育者・
( 2 ) 












































なお Wartegg<・-】<:9)は却価基準としてdiffuserBeachtung注意散慢， fixierende Beachtung 












PAT (Painting Aptitude Test)もそテソレの観的イメ ージに基づいて描くという怠味で，一極の
Imagination Testといえない乙とはないが，少くとも実物を観るという現実の観的枠組iζ拘束さ






Hanslick， E. (1叫は7T楽の本質IC!i&iをおく ζとをしりぞけ， むしろその dynamischなもの，運
動性にそれをみようとした。 Kurth，E.代的もまた音楽は Kraftespiel(プJの演劇)であるとし，rゴJ


















ぬるぬる くねくね ぶらぶら のそのそ




務号 I(1) I (2) I (3) I (4) (5) I (6) (7) (8) 
調|ト悶Ic主紅|ハ長4変叫|ト長調 j主制ト川ハ短制
速度 Al吋
羽ド 当臨 *' 色 e 司悔
2 点 ぴょんホぬるぬる 乙ちζち 優雅 すどみ ぶらぶら ζっけい すどみぴょん くねくねにぎやか
くねくねのそのそきびきび 野性的 くねくね にぎやか1 点 きびきびぶらぶら 乙っけいぶらぶら のそのそ 優雅 きびきび 野 t，t的のそのそ















) 番号h悶題;¥'1j1(οω1) I (ο∞2) ， (α13) (α凶4)I (α均5) (αm附6め) (ο17η) I (ο附8) I (ο問9) (初紛
王|卜同へ叫叫長悶叫叫羽川|卜ト(かノハ、姐竺調上~竺一空一剥| ゴト長吋りハ長ω刊叫司初川，q1 ト長川凋川|卜Jハ叫、ι叱長i川'訓収制
述 皮咋|トAn吋耐山ωd白伽伽a釘制nt旬Eイナれ作怜ir門怜A削勺勺乍l;主巴;与ι12よt4oJ|M陥附叱0吋吃dt=tωイ中0J中:卜A叫… 
2 点ladl乙つけよ|俊 〆 |のそのそ|すごみ|きびきび|野性的iぴよふ;!ζちζち事|す ごみ
一 |ぬるぬる!きびきび|吋やか!別:町~I 野世 アょんぴ tん|すごみ | きびきび I C?11~' !
ユ医院企|出土| 斗主主Ei医竺|にぎやぺ lMLP 
注) 場印は作rlh家の主主;図料へ長調K転調して終る
*** む しろ力!~淵lζ近い
他 |其他 IJt 他 IJ.t 

















て全被験者(小学 6年， 男女計 302名)の解答傾向をもヨ~'I且した。評点は 2 ， 1， 0の 3段階であ
る。
V 音楽的才能と知能との関係
Bartsch， K. (8e) は音楽的に中庸程度の学生についての調査の結果では，音楽性と一般的能力との
相聞は否定的であった。 また Schussler，H. (間印刷の小 ・中学生を対象とした調査結果では，音楽
的なものは，非音楽的なものに比し，学業成績において，わづかに優位であるにすぎなかった。
一方，Schoen， M. (3叫は音楽家の資質の一つは知能であると主張し，Dykema， P.W. (7) は，9~ 
18才の5840名のヨーロツノfの子供にテス卜した結果，知能と音楽的才能の関係、を肯定しており，Bein-
stock， S. F.【4)もまた TheKwalwasser-Dykema Testsを学生に試行した結果，両者の関係を
肯定している。 Fischer，H.山と Butsch，C.仰によれば，シーシヨア ・テス トと知能との相関の
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第4~ 各テスト問の相関
--~I ~J 送性 | 知 能 |視的想像性 |脇町|音楽的想像性 音(楽リズ的才ム)能I 音(楽音記的憶才能) 
















.36 .13 .07 
.44 .33 .07 .28 .26 
~ .49 .25 
~ .06 .01 




創造 性綜合 .36*. .07 
同音 ，n k ~否 .50.* .21 















( 8 ) 
山俗・他 :創造性!C:関する研究
第6表 視的;\!l~進性テスト (WZT一山松翻案) 評価者間の問題別の相関表















¥々 P Y-u I Y-N ， N-U 
rI 0.72 I 
1注) r:ピアスンの相関係数被験者 70名
: 1%水準の危険皐で有芯
•• 0.69 •• 0.58 
第8表 Seashoreの音楽的才能テストと京大 NX知能検査との因子別相関
よな汀言 語 的 E空間的|数日
反対語記 憶 異質発見単語完成明;ょ 図覧点図形 数交換|数計算 IQ 
• 1.ホ 一 *一$ 一
高 低 .225 .237 .378 .193 .347 .108 .057 一.∞4 一.014 .194 
ー~. 場ド 一
強 弱 .228 .344 .185 一.036 .236 .117 一.059 .186 .069 .213 
耳俳
長 短 .215 .171 .183 .079 .257 .050 .051 .142 .121 .217 
'"回， 色 .046 一.124 .038 一.069 .132 一.028 .087 .020 ー.100 .012 
* 一* 一本一 本
ズ .b. .206 .185 .047 .097 .309 ー.014 .287 .287 .093 .288 
一一一牟本 一* 一 一* 一 * 
音 記 憶 .123 139 I . 101 I~~ . 425 I ~. 263I . 031I ~. 236I . 228 .032 .265 
注)被験者 :徳島市立新町小学校 6年 767"相関係数はピアゾンの相関係数
本 5鉱水準の危険率での有窓な相関
•• 1気6 1111
( 9 ) 















19 I 2 I 2 I 1 
E 49 74 21 14 


































N M N M 
鑓江 58 165.89. 20.00 73 13.93 5.19 73 4.89 2.35 
一~町 68 162.94 21.20 77 12.79 5.48 77 4.98 2.46 
三的 41 144.65 19.45 67 7.08 4.50 67 2.89 2.02 




339645d Z M 17073U62217357曲 9.58
ず[ 町 68 1.591 77 1 3.231 1.90 1 76 1 54.781 9.12 
三崎 41 1.551 67 1 2.081 2.071 67 1 42.88 I 9.54 
落合 44 1. 51 1 84 1 1. 84 1 2.07 1I 84 1 35.30 1 8.04 
〔備考〕
1 ~刊行D 日刊竺D
郷江 70 70 6.28 3.62 
新町 77 8.06 77 5.67 4.13 
一一
三崎 67 40.05 12.24 67 3.01 3.51 
一』ー
落合 84 35.70 9.45 84 4.27 3.49 
第13表 音楽的才能および音楽的:¥!t像性の地域別成績





( 11 ) 
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音色 ~Iリズ i‘ 
S.D 
音記 憶
N I M I S.D 
福江川 釦 111 4 凶 ~I 23. 731~;1_7:_.-I-_ :口17ω -一 一一
新町 77 1 32.481 4.691 77 1 24.011 3.051 77 1 19.261 5.60 
3.49 三崎 邸 30.141 4.67 前 23.301 1 66 1 16.18 5.24 
落合 83 1 28.431 4.681 84 1 21.571 3.051 84 1 11.901 3.92 
一一-一 ' 
第14表 音楽的想像性
|N I M I S.D 
縮江175 1 18.851 4.22 三ミ，1沼江 |新 町 |三崎 |落合
山一ξ14jι







配点比3(点) : 2 (点) : 1 ( 
点)も，また採点目敏聞の比重(手


















期 江 ~ 1.298 8.253 (12.653) ‘' 存率掌
新 町 ~ (6.717) *司h・ (10.770) **本
崎 ~ (3.324) -
?各 -fr ~ 
用途ーO点を除く
コミ，1堀江|新町|三崎|落合
~子三戸0.231 5.405 (9.588) 事*本判陣取取
落 /、c 
( 12 ) 
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問題点の発見ーO点を除く (3) 視的忽像性テス トの評価の信
三ミ，1掲江 |新町 l二崎|落合
姻 江~ 1.277 1.676 1. 407 
新 町 "~ 0.806 0.4伺










三ミ，1掘江 |新町 l三崎 |溶合
郷 江~ 1. 97 9.306 16.379 本** *本車
新 町 ~ 7.579 14.301 *本車 練中本
一 崎 ~ 5.250 判ド傘羽ド
落 メ口入 ~ 
注 A (行)がB (列)より優位なる場合*， 劣位なる場合(勺
但し *(勺ー 59杉水準の危険率で有志;
紳 - 1% /1 /1 


































( 13 ) 
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第16表 視的惣像性の地域比較(喰定)
三ミ，1濁江 |新 町|三崎 |落合
ヲミ，1掲 江|新町 |三崎 |落合
注:A (行)がB(列)より俊位なる場合 ぺ 劣位なる場合(り
但し 本(*)ー 5%水準の危険率で有志
紳 -1% 11 
特* ~.196 11 11 
数値iζ( )のあるものは分散に差があるもの
三ミ，1堀江 |新町 |三 崎|落合
堀 江~ 2.425 0.176 2.901 (*) ** 
新 町 -... 2.166 5.319 * *別院*
一 崎 ~ 2.940 調ド
落 メ日益、 ~ 

























































































りのない問題は，(2)， (3)， (8)， (7)， 
O~， (131， 0$，。司，0$，仰の10間であ
り，比較的偏りのあるのが，(1)， (4) 

















-1∞- 児 且で富民1 学
音記憶
堀 江|新 崎 落 メロミ
掘 江|~ 0.181 1 (3.087) (8.031) 
・ー ‘. 





(7) 市 ・町 ・村勢要覧による調査
因みに市 ・町 ・村勢要覧を参考と
して，都市化の傾向を採ってみると
人口 ・世帯数 ・人口密度 ・転入移 ・









1. 713 7.500 7.758 
** 調惨事*
第20表 市・町・村勢要覧・ より
人 | 時「 | |産業別分類|ぷオー
ロ世帯数 百り1)対 転入転出産1次業I監2 禁次I産3 次業ラえ Iテレビ
大阪 8市) m 181ω 問。 735，525 4.09 15，812 38(312，79654 ) 
壁笠3817必8占，73星1明司止日ー-78」咽1司
697，674 707，747 108，219 554，540 
($.3 ($.35) ( ~3.35) (14.8必)(75.4髭j
徳(S島.39市) 185.741 193，民4 69，おO 2.77 1，152 (1019.3，85g58 ) 
24，052 43，441 





東L祖(落E谷i合.3'山m〉村 (27，4，21360 ) 
1，468 4.92 32 (51.1労104) 
(466) (5.18) 209 
(44.8%) !s2.3%) 











視的想像性テスト (Wartegg一山松蹄案) ・造形的才能テス ト(高田恵以 .dl松試案)，苦楽想像
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Summary 
The folowing tests were given to the sixth grade pupils comprising of 300 boys 
and girls residing in a big city， a local town， and seaside and mountain villages. 
Visual Imagination Test ( by Wartegg and translated by Yamamatsu )， Plastic Art 
( Painting ) Aptitude Test ( by E. Takada and Yamamatsu ) ， Music Imagination 
Test ( by Yamamatsu and T. Ogawa ) and Seashore's Measures of Musical Talent as 
well as Creativity Test (by K. Sumida) and Kyoto University NX Intelligence Test. 
Correlations among tests and correlations between test performances and subjects' 
cultural levels ( based upon their parents' professional classes ) were calculated. The 
results obtained are as follows. 
Creativity is significantly correlated with inteligence， visual imagination with plas-
tic art aptitude， and music imagination with musical talent. Although music imagi-
nation and musical talent are independent in a certain aspect， they are not necessari-
ly independent from other performances in al aspects. It is commonly said that 
imagination and intelligence are indifferent from each other， but the former is based 
upon a certain degree of the latter. Rhythm and tonal memory which are regarded 
as the fundamental elements of musical aptitude， are significantly correlated with 
intelligence. Therefore， it may be泊 idthat musical aptitude requires a certain 
degree of intelligence. 
As for the relation with cultural levels， it is found that generally the test perform-
ances are significantly correlated with the subjects' cultural levels， and the correla-
tions are higher as urbanization progresses. 
( 19 ) 
